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労福協だより

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Autumn

秋号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

全労済県本部代表者会議

県知事への要望書提出

第9次 浙江省総工会特別友好訪日団来静

国際協同組合年育林作業

ロッキー奨学金授与式

地域・地区拠点開設

福祉基金（ALWF）協会からのお知らせ

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク　No.10

労福協だより



R o f u k u k y o  2 0 1 3  A u t um n  12 R o f u k u k y o  2 0 1 3  A u t um n

　
全
労
済
県
本
部
は
７
月
　
日
第
４
回
代
表
者
会

議
と
静
岡
労
済
第
　
回
通
常
総
代
会
を
ホ
テ
ル「
ア

ソ
シ
ア
静
岡
」で
総
代
１
４
８
名（
定
数
１
５
０

名
）の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
富
士
地
区
代
表
の
石
川
氏
と
磐

田
地
区
代
表
の
鳥
居
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、佐
竹
本
部
長
は
、①
創
立
55
周
年
記

念
事
業
と
し
て
全
労
済
発
足
の
原
点
を
考
え
な

が
ら
、全
労
済
の
事
業
体
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
D
V
D
の
作
成
、神
戸『
賀
川
記
念
館
』

で
の
講
演
や
阪
神
淡
路
大
震
災
記
念『
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
』に
お
け
る
体
験
学
習
な
ど
を
実

施
し
た
。更
に
、職
域
・
地
域
で
様
々
な
周
年
記
念

事
業
の
取
組
み
を
行
い
、1
0
0
万
円
の
社
会
貢

献
活
動
資
金
を
県
内
の
福
祉
団
体
に
寄
贈
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

②
２
０
１
２
年
度
の
事
業
状
況
は
、自
然
災
害
共

済・マ
イ
カ
ー
共
済
な
ど
を
中
心
に
５
０
，９
４
４

件
の
新
規
加
入
が
あ
っ
た
が
、年
度
末
に
は
件

数
・
口
数
と
も
期
首
割
れ
と
厳
し
い
結
果
に
な
っ

た
。

③
２
０
１
３
年
度
の
事
業
目
標
及
び
課
題
は
職

域
に
於
い
て
は
定
年
後
も
利
用
出
来
る『
生
涯
に

わ
た
る
保
障
設
計
運
動
の
強
化
と
実
践
に
よ
る

事
業
拡
大
』を
進
め
、地
域
に
於
い
て『
組
合
員
満

足
度
の
向
上
と
推
進
体
制
の
強
化
の
構
築
』『
広

告
宣
伝
活
動
の
充
実
・
強
化
』を
進
め
て
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
か
ら
何
と
し
て
も
脱
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。」「
最
後
に
、全
労
済
静
岡
県
本
部
が
更

な
る
前
進
が
図
れ
る
よ
う
に
、皆
さ
ん
の
従
前
に

勝
る
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、行
わ
れ
た
審
議
・
付
議
事
項
は
す

べ
て
提
案
ど
お
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、今
年
度
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、新

た
に
10
名
の
経
営
委
員
・
業
務
検
査
委
員
が
新
任

さ
れ
ま
し
た
。

　　役  職  名
本 部 長
執 行 役 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
経 営 委 員
業務検査委員長
業務検査委員
業務検査委員
顧　　　　問
顧　　　　問

　氏　名
佐  竹　功
渡邉  顕治
鈴木  篤人
西山  延正
杉山  智康
山崎  和義
杉山  勝利
相馬  克光
加藤　保
山本  一彰
阿久根真一
芹澤  寿昭
白石  紀行
池ヶ谷真平
井上  明彦
山田  博明
杉本  慎司
近藤  雄司
小田  邦浩
西  尾　誠
羽木  俊明
吉川  正明
小久保友博
渡辺  聖人
白澤  利浩
杉山  俊道
篠原  正剛
福田  幹矢
水谷  正治
石川太茂津

         所  属  団  体
全労済静岡県本部（日立アプライアンス労働組合空調支部）
全労済静岡県本部
遠州鉄道労働組合
日産労連静岡地域本部
巴川製紙所労働組合
西遠地域共済会
静岡地域共済会
伊豆急行労働組合
伊豆箱根鉄道労働組合
富士通労働組合沼津支部
全矢崎労働組合裾野支部
東芝キャリア労働組合
テルモ労働組合
鈴与職員労働組合
ジャシトライン労働組合
三菱電機労働組合静岡支部
村上開明堂労働組合
AGCテクノグラス労働組合
全矢崎労働組合大東支部
NSKワーナー労働組合
ヤマハ発動機労働組合
スズキ労働組合
本田技研労働組合浜松支部
エンシュウ労働組合
アスモ労働組合
ヤマハ労働組合
NTN労働組合磐田支部
伊豆地域共済会
（全労済静岡県本部 前理事長）
（全労済 前理事長）

備考

新任
新任
新任
新任
新任

新任

新任

新任

新任

新任

全労済静岡県本部役員体制 （敬称略）

佐竹本部長

今年度の要請活動の様子

静岡県へ提出した要請書

30

58

全労済県本部代表者会議・
静岡労済総代会が開催

　静岡県労福協の吉岡理事長は連合静岡と共に8月30日に県庁内
で川勝知事と面会し、例年行っている「対県要請」を行いました。
　今年度の対県要請は、県労福協・労働金庫・県生協連・福祉基金協
会から提出され、県労福協で取り纏めをしました。
　県労福協からの要請項目は、①消費者教育推進法による消費者教
育推進地域協議会設置を各市町に指導すること。尚、協議会には
我々の代表者を参画させるよう併せ指導されたい。②勤労者共済
会・サービスセンターの会員拡大の取組み支援・協力されたい。労働
金庫からは③地域役立事業の支援を要請。④「ライフサポートセン
ターしずおか」に対する積極的な行政支援をされたい。県生協連か
らは⑤静岡県食の安全・安心推進条例（仮称）を制定されたい。福祉
基金協会からは⑥フードバンク活動に対する支援を要請。
　①の項目は2013年度県労福協活動方針に基づき、県下統一の行
政要望として各地区労福協の行政要望にも盛り込む事となってい
ます。
　また、ここ数年の要請で県労福協は静岡県民の為の民間セーフ
ティーネットとして各福祉事業団体と連携し、事業と運動に取り組
んでおり、静岡県にはその活動を県広報誌等を通じて県民へ広く知
らせて欲しいと要請してきました。その要請に対し静岡県からは、
「公益性の高い事業について、より積極的に広報していきたい。そし
て、福祉事業団体等民間非営利部門の活動が健全に発展していく事
が、公益の増進に寄与すると考えている。」とこれまでの要望に対し
て回答がされています。今回も引き続き行政による広報支援を要請
しました。多くの県民に役立つ福祉事業団体を積極的にＰＲして頂
きたいと思います。

県知事に
６項目の
要請
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30
第９次　浙江省総工会
特別友好訪日団

富士山麓育林活動

国 際 協 同 組 合 年 育 林 作 業

　2012国際協同組合年実行委員会の事業として2012年5
月12日に富士山麓（富士宮市北山）に記念植樹を行いまし
た。既に国際協同組合年の事業は終わっていますが、昨年植
樹したクヌギ・コナラ250本が生長するまで実行委員会として、
下草刈り等の保全管理が必要となります。
　7月6日（土）に県労福協は県生協連、JA静岡中央会などの実行委
員会の一員として清水地区労福協の皆さんの協力を得て育林活動と
して下草刈り作業に参加しました。
　昨年秋にも下草刈りを行っていますが、雑草は人の身の丈より成長し
ており、クヌギ・コナラには日光も十分にあたらないような状態でした。
　富士山と周辺地域で野生のシカが増殖し、被害が深刻化しています。農作
物や酪農の牧草、森林植生など影響は広範囲にわたり、対策が追い付いていま
せんが、苗木を植えた周囲は網で囲われていますので、野生鹿の食害の被害はあ
りませんでした。
　参加者は長靴、軍手で装備し、鎌も持って作業現場に入っていきました。作業の最初
は刈払機で大雑把に苗木の周りの雑草を刈り取り、その後に鎌を使って苗木の周りの雑
草を丁寧に刈り取りました。これで日光が十分あたり苗木は大きく成長すると思います。
　前日に雨が降って蒸し暑い日でしたので、少し体を動かすと汗が滴り落ちてきました。今回
の参加者は約50名いました。下草刈り作業は２時間予定していましたが、参加者も多かったこと
もあり、1時間も掛からないうちにケガもなく、無事終了することが出来ました。清水地区労福協の皆
様の下草刈り作業の協力に感謝いたします。
　今後も国際協同組合年の実行委員会として定期的に富士山麓育林活動を実施しますので、各地区労福協
の皆様方の協力をお願いします。

　昨年は静岡県と中国浙江
省の友好提携30周年記念
の年でした。去年の秋には
浙江省総工会の訪日団20
名（特別訪日団・青年女性訪
日団）を受け入れる予定で
したが、尖閣諸島問題に端を発した日中関係の悪化により急遽延期となって
しまいました。当分相互交流は難しいかな？と誰もが思っていました。
　しかし６月初旬、浙江省総工会より「特別訪日団を７月に派遣したい。」との
連絡が入り、県労福協はその対応に追われました。20年来続く浙江省総工会
との友好親善を繋いでいきたいと静岡県労働政策課、静岡県日中友好協議会、
日立アプライアンス清水事業所、各福祉事業団体等に大変なご協力を頂き、程
（テイ）団長を含む６名の第９次浙江省総工会特別訪日団を無事、受け入れる
事が出来ました。
　今回は５日間と訪日団の日程は短くなり、駆け足での親善訪問となりまし
た。しかし、団員のみなさんは疲れも見せず、精力的に表敬訪問や企業視察を
こなしていました。訪日団受け入れにご協力頂いた関係団体の皆様に心より
感謝申し上げます。
　ここで今回の訪日団受け入れでのエピソードを紹介します。その① 今、中
国では「南部鉄器」が大変なブームになっている。南部鉄器で入れたお茶は味
がまろやかになるとのことです。程（テイ）団長は４つもお土産に買って帰り
ました。その② 日本のラーメンは美味しい。今回の訪日日程の途中、団員から
の要望で２回もラーメンを食べました。「ラーメンのスープが本当に美味
い！！」ラーメンの他、団員のみなさんは日本の食べ物（刺身、てんぷらなど）を
どれもおいしそうに食べていました。日本の食文化がかなり浸透しているの
が分かりました。
　「来年、第10次の訪中団を心からお待ちしています。」との言葉を残して今
回の訪日団は帰国しました。難しい日中関係が続いていますが、浙江省総工会
との友好親善は今後も末永く続いていって欲しいと思います。また、民間交流
を通じて日本と中国の関係改善が図られる事を期待しています。（金）

詳しくはこちら

お
ご
っ
て

く
れ
る
の
。

食
欲
の
秋
だ
ね
ー
。

フ
ァ
ミ
レ
ス
で

何
か

お
い
し
い
物

食
べ
な
い
。

い
い
よ
。こ
の
前

ジ
ェ
フ
グ
ル
メ
カ
ー
ド

も
ら
っ
た
ん
だ
。

ジ
ェ
フ

グ
ル
メ
カ
ー
ド

っ
て
何
？
何
？

全
国
共
通
の

食
事
券
だ
よ
。

東
日
本
復
興
支
援

に
も
な
る
ん
だ
。

へ
ー
。
ど
こ
で
、

売
っ
て
い
る
の
？

ユ
ニ
オ
ン

ト
ラ
ベ
ル
で

売
っ
て
い
る

ら
し
い
よ
。

今
度
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

調
べ
て
み
よ
う
。
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地

域

・

地

区

拠

点

開

設

芸
術
大
学
の
学
生
で
５
名
の
方
に
奨
学
金
を
授
与
し

ま
し
た
。（
1
名
は
都
合
に
よ
り
欠
席
）

　
冒
頭
、
県
労
福
協
の
吉
岡
理
事
長
は
「
皆
さ
ん
は

大
変
優
秀
な
方
だ
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
人

生
色
ん
な
事
が
あ
る
が
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
れ

ば
必
ず
実
現
す
る
物
だ
と
信
じ
て
い
る
。
夢
や
希
望

を
持
っ
て
勉
学
に
励
ん
で
欲
し
い
。」
と
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
を
生
み
出
し
た
、
労
働

金
庫
の
加
藤
理
事
長
は
「
立
ち
止
ま
る
と
見
え
る
物

は
一
緒
だ
が
、
歩
い
て
い
る
と
見
え
る
景
色
が
変
わ

る
。
自
分
ら
し
く
色
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲

し
い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
挨
拶
の
後
、
奨
学
生
全
員
に
吉
岡
理
事
長
よ
り
奨

学
金
の
目
録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
奨
学
生
を
代
表
し

て
、静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
太
田
さ
ん
が「
ロ
ッ
キ
ー

奨
学
金
を
頂
け
る
こ
と
と
な
り
、
大
学
で
の
時
間
を

有
意
義
に
使
う
事
が
で
き
る
。
将
来
は
一
社
会
人
と

し
て
社
会
の
役
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
。」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
奨
学
金
の
募
集
は
春
・
秋
、
毎
年
2
回
行
わ
れ
ま

す
。
現
在
、
静
岡
大
学
、
常
葉
大
学
、
静
岡
理
工
科

大
学
、
静
岡
産
業
大
学
で
奨
学
生
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。11
月
に
も
奨
学
金
の
授
与
式
を
行
い
ま
す
。

奨
学
金
を
授
与
さ
れ
た
学
生
は
、
勉
学
に
励
み
、
将

来
は
社
会
で
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
今
回
、
奨
学
金

を
受
け
取
る
に
あ
た
り
、
労
働
金
庫
で
開
設
し
た
口

座
を
末
永
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
7
月
23
日
、
ロ
ッ
キ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
ロ
ッ

キ
ー
奨
学
金
の
第
2
回
目
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
は
労
働
金
庫
特
別
利
用
配
当
金

か
ら
拠
出
さ
れ
2
0
1
0
年
6
月
に
創
設
し
た
「
地

域
役
立
資
金
」
の
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ロッキー
奨学金
授与式

　数ヶ月にも及ぶ準備期間を経て、６月１日、三
島地区労福協の事務所がオープンしました。場所
は、ろうきん三島支店から西へ徒歩約1分、と好
立地。備品は、机も椅子も書類棚もその他ほとん
どがいただきモノ。三島支店の職員さんがキレイに
整えてくださったり、水道の補修やデスク周りの配
線整理は私（事務局員）と主人がしたりと、みんな
の手作りでできあがった事務所です。事務所の立
ち上げから携わらせていただき、より一層の愛着を
感じながら仕事をさせていただいてます。
　三島地区労福協では、働く仲間やその家族が
明るい笑顔で暮らせるよう自主福祉活動に取り組
んでいます。会員の皆様の積極的な活動により、
みんなで作りあげていく、という思いを感じます。そ
の拠点として、皆様のお役に立てるよう頑張りま
す。よろしくお願いします !

事務所住所：〒411-0035　
三島市大宮町 3-19-14
臼井ビル 201
☎055-955-7670

会長
村田　康文 (むらた　やすふみ )　

出身労組 : 東レ労組三島支部支部長

沼津

榛南

三島

　事務所に来るとまず驚くのが駐車場の広さでしょ
う。元々は草が生い茂る泥土の駐車場でしたが、
大家さんのご厚意により、舗装された１６台収容の
立派な駐車場へと生まれ変わりました。
　場所は国道 150 号線沿いの吉田町ならば２等
地といったところでしょうか。ろうきんには若干遠い
所ですが、一戸建てのワンフロアーで台所・トイ
レはもちろん、なぜかシャールームも完備されており、
榛南地区としては十分すぎる事務所となっていま
す。
　この事務所は労福協以外に退福共・グリーン
友の会も使用し、まだオープンして日も浅いことか
ら認知はこれからですが、榛南地区勤労者の砦と
して大いに活用していきたいと考えています。

事務所住所：421-0303　
榛原郡吉田町片岡 617-1
☎0548-28-7833

会長
高塚　靖巳 (たかつか　やすみ )　

出身労組 :ＴＤＫ労働組合
             静岡支部　支部長

　ＪＲ沼津駅北口より徒歩７分。沼津市新宿町の佐藤ビ
ル１階に６月２６日沼津地域・沼津地区労福協事務所が
オープンしました。元々連合東部ブロック・沼駿三田地協、
ライフサポートセンター東部の各団体とふれあい会館（杉
崎町）に事務所を構えていたものの、会館の老朽化に伴
い新たな拠点整備に向け２０１２年度より拠点整備検討委
員会を数回開催しました。「利用しやすい立地場所」を第
一に検討し確定したのが2013年２月頃。それから４ヶ月、
各団体の役員さんの協力を得ながら本格的に移転作業を
進めてきました。
　新事務所は新宿町中央通りに面し、天井も高く広 と々
した事務所にライフサポートセンター東部事務所コーディ
ネーター２名、連合東部ブロック役員２名、連合地協兼労
福協事務局員１名の計５名が在中する活気あふれる事務
所となりました。
　今後は、新事務所を拠点に労福協のメインスローガンで
ある「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会をつくろう」
を旗印に「地域に根ざした顔の見える自主福祉運動」を
より一層展開していきます。

事務所住所：〒410-0048
沼津市新宿町９－６　佐藤ビル１階
☎055-921-1400

会長
豊田　慎吾 (とよだ　しんご )　

出身労組 :トヨタ自動車
東日本労働組合　執行委員長

左から武田貴子さん、佐藤正さん、長橋秀子さん
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ロッキーカレッジのご案内

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階
FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

最初はグー！じゃんけんポン！模擬紙幣を使ったこづかい
ゲームで金銭感覚を養う、おやこおこづかい教室を開催しま
した。ジャンケンで勝てば欲しいものが半額で買える買い物
タイムやアクシデントに見舞われるかもしれない波乱万丈
タイムに一喜一
憂するこどもた
ち。お金のやりく
りや、必要なもの
と欲しいものの
違い、こづかい帳
のつけ方などを
学びました。

タニタの社員食堂健康セミナー7/17 おやこおこづかい教室 7/27・8/3

開催報告

（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ

【Facebook de 仲間づくり】
話題のサービス。Facebook、Twitter、LINE、Blogなど、
それぞれの機能を使い分け、仲間づくりを楽しもう！

★仲間づくりやイベント広報には
★仲間との連絡手段
★信頼関係をもっと深めたい

日時：11/8（金）18：00～19：30
場所：ALWFロッキーセンター
募集：50名　参加費：無料
講師：松田直子さん（NPO法人イーランチ　理事長）
申込：ライフサポートセンター中部　TEL054-270-3963

【おやこおこづかい教室】

【脳いきいき講座】
認知症の仕組みとならないさせない生活習慣について学び、
脳いきいき度チェック（テスト）で今の脳の状態を知ります。
*11/24は、脳いきいき度チェック（テスト）はありません。

日時：11/17（日）13：30～16：00
場所：浜松市総合産業展示館北館　募集：50名　参加費：無料
申込：ライフサポートセンター西部 TEL053-466-6307

日時：11/24（日）13：30～15：30
場所：熱海伊豆 海の郷　募集：50名　参加費：無料
申込：熱海市健康づくり課 TEL0557-86-6292

日時：12/8（日）13：30～16：00
場所：大藤公民館（磐田市）募集：50名　参加費：無料
申込：ライフサポートセンター西部 TEL053-466-6307

こづかいゲームを通じて、お金の使い方や大切さを楽しく
学びます。内容は下記開催報告をご覧ください。

日時：12/14（土）9：30～11：30
場所：ユーコープさんじの店 コミュニティルーム
　（浜松市南区参野町46）
募集：小学生30名とその保護者
参加費：¥300　きょうだいで参加の場合は2人目以降¥100
申込：ライフサポートセンター西部 053-466-6307

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055
岳南：0545-51-3715

西部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。お気軽にご利用下さい。

相談ダイヤル
受付は平日
9：00～17：00

暮ら
し何で
も相談

 

開催日：2013年12月14日（土）
会　場：ALWFロッキーセンター
時　間：13：00・15：00・16：30
定　員：各時間3名計9名（事前予約制・先着順）
申込問合せ：ライフサポートセンター中部
　　　　　　TEL054-270-3963（平日9:00～17:00）

無料法律
相談会
無料法律
相談会

第28回

この相談会は、静岡大学法科大学院との共催、生活協同組合ユーコープの後援により、将来、法曹をめざす大
学院学生の実務技能教育と大学院の社会貢献活動を兼ねて開催しております。ご相談には、大学院教員であ
る弁護士（実務家教員）と大学院学生が同席し応じ、約1時間じっくりお話を伺いアドバイスをいたします。

主催地域名

沼津伊豆

富　士

静　岡

志太榛原

中東遠

西　遠

※詳細は当協会ＨＰ＜http://www.alwf.or.jp/＞のイベント情報をご参照ください。

●『ALWF 福祉と暮らしのセミナー』
日　時

11月13日(水)
18:00～20:00
11月26日(火)
18:30～20:00
2014年 2月3日(月)
18:30～20:00
10月26日(土)
14:00～16:00
11月26日(火)
18:30～20:30
12月18日(水)
18:30～20:30

会　場
ホテル
沼津キャッスル

富士市民文化会館

グランシップ
交流ホール

焼津文化会館

掛川市
生涯学習センター

浜松アクトシティ
コングレスセンター

講　　師 テ　ー　マ
木下 晴弘
(( 株 )ｱﾋﾞﾘﾃｨﾃﾚｰﾃｨﾝｸﾞ代表取締役 )

野口　健
(アルピニスト)

未　定

野村　克也
(野球評論家 )

おおたわ　史絵
(内科医・作家）

「感動は人を動かす」

未　定

「富士山から日本を考える」

「タニタの社員食堂健康セミナー
～ 500kcal のまんぷく定食のコツ～」

「野村流人材の活かし方 /育て方」

「病まざる 老けざる ホンマの医学」

福永　幸代 (管理栄養士　
コアコンディショニング・アドバンストレーナー)

<おいしくお腹いっ
ぱい食べていたら、
知らないうちにや
せていた>がコン
セプトのタニタの
社員食堂。
今回、”500kcalまんぷく定食のコツとアンチエイジング食事
学“について、1食約500kcalで満腹感や満足感が得られる食
事の秘密と老化を防ぐ食事などについて学びました。理想的
なからだづくりとは、自分自身の食事量や運動量などの現状
を把握すること、食事はバランスよく（特に野菜をたっぷり）、
適量をゆっくりよく噛んで食べることが大切と話しました。

（認知症予防講座）

【支える人のケア】
～♬お疲れではありませんか？

　　　　　悩まない、疲れない、自分にやさしく♬～
心に悩みを抱えた方や、病気、障がい、高齢の方へのケアはも
ちろんですが、そばで介護する家族などの「支える人」へのケア
も大切です。このセミナーは、これらの『支える人』を対象に、悩
みを抱えすぎないためのアドバイスと音楽鑑賞で癒しを感じて

いただきます。

第一部　講　演　
『あなたが”まいって”しまわないために』
松本晃明さん（静岡県立静岡ガンセンター腫瘍精神科部長）

第二部　音楽鑑賞
『生演奏で癒しの時間』
稲木良光とロイヤルジャパンアンサンブルのみなさん
　(電子ピアノ・バイオリン・コントラバスによる演奏)

日時：12/7（土）13時～15時30分頃
場所：ALWFロッキーセンター
募集：50名　参加費：無料
申込：ライフサポートセンター中部　TEL054-270-3963

＊お申込は、平日9時～17時、お電話での受付のみとなります。
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事業団体職員・労福協役員へ
4回シリーズ
その

菅沼　隆
（元県労福協 事務局長）

　みなさん、こんにちは。
　磐田地区労福協で事務局長を仰せつかってい
ます田村です。今年の２月に就任したばかりの
新人事務局長です。出身単組は磐田市職で副執
行委員長を務めています。大の筆不精なのです
が、夏号に続き２度目の原稿依頼となりました。
このような仕事も、自分自身を磨くことができ
る絶好の機会と捉え、前向きに取り組んでいき
たいと思います。

　「労福協」については、正直な話、これまでそ
の存在自体も知りませんでしたが、会員の健康増
進や余暇活動の支援、生活の支援、行政への要望
等々とても質の高い活動を展開していることを知
り、こんなに良い活動を知らないのは損ではない
か、私のように知らない人がたくさんいるとすれ
ば、もっと多くの人に知ってもらいたいと思いま
した。とは言え、まだまだ勉強不足の状態で分か
らないことや初めて耳にすることなど多くあり、
会長を始め役員や幹事の皆さん等にご迷惑をお掛
けしていることがとても心苦しいのですが、誠心
誠意、楽しみながら活動していきたいと思ってい
ます。
　さて、「労福協」のＨＰを確認していたところ、
過去の「労福協だより」が掲載されていました。
つまりインターネットに繋がっていれば、世界中
の誰もが見ることができるのです。これは有効に
使わない手はないと思い、折角いただいたページ
ですが、現在、磐田市が頑張っていることの一つ
を紹介させていただきたいと思います。皆さんは
磐田市のイメージキャラクター「しっぺい」を御
存じですか？そうです、表紙に私と一緒に写って
いる愛らしい犬のキャラクターです。名前の由来
は、市内に伝わる霊犬伝説「悉平太郎（しっぺい
たろう）」がモチーフとなっています。この伝説は、
その昔、磐田の見付に現れる怪物を退治するため
に、はるばる長野県駒ケ根市から「悉平太郎」が
やってきて怪物を退治してくれたと言われていま
す。そんな勇猛果敢な伝説から、「しっぺい」は
磐田の平和を守るかしこくて優しい犬として誕生
しました。性別は男の子で磐田の名産でもあるメ
ロンが好きです。目下の目標は「ゆるキャラグラ
ンプリ２０１３」で１位になることです。「しっ
ぺい、いいね！」と思った方は、是非、投票をお
願いいたします。何かご利益があるかも・・・
自己紹介があまりできませんでしたが、次の機会
があればその時にお話しできたらと思います。今
後も「和を以て貴しとなす」をモットーに、我々
勤労者が少しでも幸せを感じられるように、心血
を注ぎたいと思いますので、御指導の程よろしく
お願いいたします。

田村 直人さん
磐田地区労福協　事務局長
出身組織：磐田市役所職員組合
役職名：副執行委員長

①趣味：ファミリーキャンプ
②モットー：和を以て貴しとなす
③最近感動したこと：イチローの4千本安打達成
④最近失敗したこと：風呂の栓を忘れてお湯を溜めてしまったこと

タムラ　　　　ナオト

地区労福協事務局長のリレートーク　No.10

人物登場
運動継承！
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と
で
、

日
本
人
民
に
罪
は
な
い
。
私
た
ち
と
皆

さ
ん
は
、
変
わ
ら
な
い
立
場
に
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
〞と
接
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
総
工
会
の
皆
さ
ま
の
や
さ
し
い

〝
県
労
福
協
に
期
待
さ
れ
た
中
国
と
の
友
好
交
流
〞

言
葉
に
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た

こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、静
岡
県
は
浙
江
省（
人
民
政
府
）

と
友
好
提
携
を
結
び
、
県
下
の
各
団
体

は
積
極
的
な
交
流
を
始
め
ま
し
た
。

　
従
っ
て
当
労
福
協
も
浙
江
省
に
友
好

先
を
移
行
せ
ざ
る
を
得
ず
、
両
総
工
会

と
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
交
流
は
毎

年
派
遣
す
る
訪
中
団
と
隔
年
ご
と
に
双

方
よ
り
特
別
訪
中
団
・
特
別
訪
日
団
を

派
遣
し
各
地
の
産
業
を
視
察
す
る
こ
と

を
中
心
と
し
た
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。

　
更
に
は
友
好
提
携
5
周
年
行
事
と
し

て
、
両
国
の
文
化
、
産
業
を
多
く
の
労

働
者
に
広
め
る
活
動
を
計
画
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
静
岡
県
内
企
業
で
製
造
し

て
い
る
電
化
製
品
を
中
心
に
杭
州
市
に

於
い
て
展
示
会
と
式
典
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
中
国
に
は
カ
ラ
オ
ケ
が
ま
だ
普
及
さ

れ
て
い
な
い
時
代
で
す
か
ら
、
カ
ラ
オ

ケ
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
た
と
こ
ろ
大
変
喜

ば
れ
、
総
工
会
（
２
階
）
に
ス
タ
ジ
オ

が
設
置
さ
れ
、
連
日
活
用
さ
れ
て
い
た

事
は
印
象
深
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
国
側
か
ら
絵
、
書
道
、
印
材
な
ど

の
作
品
が
多
く
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

中
国
の
作
品
が
日
本
で
こ
の
よ
う
に
数

多
く
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
見
応

え
あ
る
有
意
義
な
記
念
行
事
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
交
流
も
早
い
も
の
で
30

年
を
経
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
双
方
共
、

も
の
の
見
方
も
変
わ
っ
て
い
る
現
況
か

ら
、
違
っ
た
交
流
が
な
さ
れ
て
当
然
と

考
え
ま
す
。

　
気
に
な
る
事
は“

尖
閣
諸
島
問
題
等

が
あ
り
、
日
中
関
係
は
好
ま
し
く
な
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

　
30
年
間
築
い
た
労
働
者
の
絆
は
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
続

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　※

総
工
会
と
は
中
華
人
民
共
和
国
の

労
働
組
合
の
全
国
組
織
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
次
号
に
続
く

「和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
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7
月
26
日
18
時
0
5
分
、受
付
が
終
了
し

改
札
を
抜
け
る
と
、B
e
e
r
列
車
の

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
付
け
た
機
関
車
と
お
座

敷
客
車
2
両
展
望
車
1
両
が
、停
ま
っ
て

い
た
。私
た
ち
は
、次
々
と
、我
先
に
と
乗

り
込
み
B
e
e
r
を
頼
む
。

　
参
加
者
は
総
勢
60
名
、恒
例
行
事
の
た
め

か
年
々
会
員
団
体
か
ら
の
参
加
希
望
が
増

掛川
地区労福協

浜北天竜北遠
地区労福協

賀茂
地区労福協

え
、過
去
最
高
の
お
座
敷
1
両
と
展
望
車

半
分
を
貸
切
り
だ
。平
た
く
言
え
ば

B
e
e
r
列
車
の
定
員
の
半
分
が
、労
福

協
の
仲
間
で
あ
る
。

　
18
時
12
分「
ピ
ィ
ー
」と
汽
笛
が
鳴
っ
た

次
の
瞬
間「
ガ
ッ
タ
ン
」と
列
車
に
衝
撃
が

走
る
、出
発
だ
。続
け
て「
乾
杯
!
」と
い
く

と
こ
ろ
な
の
だ
が
、出
発
の
揺
れ
で
、テ
ー

ブ
ル
は
び
し
ょ
濡
れ
だ
。列
車
内
で
は

ジ
ョ
ッ
キ
8
分
目
が
基
本
だ
が
、年
1
回

の
こ
と
で
誰
も
覚
え
て
い
な
い
。ま
た
こ

れ
も
恒
例
行
事
と
笑
い
合
い
な
が
ら
改
め

て「
乾
杯
!
」

　
小
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
仲
間
と
自
己
紹

介
や
仕
事
や
家
族
の
近
況
な
ど
、面
白
可

笑
し
く
語
り
B
e
e
r
を
頂
く
、す
る
と

会
員
さ
ん
お
手
製
の
漬
物
や
差
し
入
れ
が

届
き
、舌
包
み
を
打
ち
つ
つ
さ
ら
に

B
e
e
r
が
進
む
。

　
陽
は
沈
み
、大
井
川
沿
い
の
山
あ
い
を

列
車
は
心
地
よ
い
風
を
車
内
に
取
り
入
れ

な
が
ら
進
む
。最
高
な
時
間
で
あ
る
。

　
島
田
・
榛
北
労
福
協
は
、こ
の
旅
を
通
し

て
会
員
相
互
の
情
報
と
親
睦
を
深
め
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
絆
を
大
切
に
次
の
労
福
協

活
動
に
活
か
せ
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、他
地
区
と
の
合
同
開
催
を

し
て
労
福
協
活
動
に
幅
を
、人
と
し
て
今

以
上
に
向
上
で
き
る
旅
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
去
る
６
月
29
日（
土
）、ろ
う
き
ん
掛

　
　
　
　川
支
店
駐
車
場
に
お
い
て
、掛
川
地

　
　
　
区
労
福
協
、ろ
う
き
ん
掛
川
支
店
運
営

　
委
員
会
共
催
で「
あ
じ
さ
い
祭
り
」を
行
い

ま
し
た
。昨
年
よ
り
労
福
協
・
ろ
う
き
ん
共
催

で
お
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、今
年
で

２
回
目
の
開
催
で
す
。昨
年
は
５
月
開
催
で
し

た
が
、今
年
に
つ
い
て
は
、４
月
の
掛
川
市
長
・

市
議
選
の
関
係
か
ら
６
月
開
催
と
な
り
、「
あ

じ
さ
い
祭
り
」の
愛
称
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。特
に
あ
じ
さ
い
が
咲
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
名
称
だ
け
で
す
･･･。来
場
者
か
ら
は

あ
じ
さ
い
は
ど
こ
に
咲
い
て
い
る
の
？
な
ど

の
質
問
も
あ
っ
た
よ
う
で
、来
年
度
開
催
す
る

際
に
は
、愛
称
も
検
討
し
ま
す
。（
名
称
の
由

来
は
、昨
年
、初
め
て
の
お
祭
り
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、ろ
う
き
ん
掛
川
支
店
の
横
の
川
に

桜
並
木
が
あ
り
、４
月
に
は
き
れ
い
な
桜
が
咲

き
、花
見
に
は
も
っ
て
こ
い
。お
祭
り
を
や
る

な
ら
花
見
を
兼
ね
た「
さ
く
ら
」祭
り
に
し
た

い
と
の
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
、最
終
的
に
5

月
開
催
と
す
る
こ
と
と
な
り「
さ
つ
き
」祭
り

と
の
愛
称
で
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、今

年
は
６
月
だ
か
ら「
あ
じ
さ
い
」祭
り
と
し
ま

し
た
。）

　
梅
雨
の
季
節
に
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、当
日
の
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

晴
れ
男
、晴
れ
女
の
多
数
参
加
に
よ
り
、当
日

は
暑
い
く
ら
い
の
陽
気
の
中
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の「
あ
じ
さ
い
祭
り
」で
も
、労
福
協
・

ろ
う
き
ん
の
会
員
や
掛
川
地
区
退
福
協
、グ

リ
ー
ン
友
の
会
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、焼

き
そ
ば
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、カ
キ
氷
販
売
等
、

応
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
昨
年
を
上
回
り
、約
４
２
０
名
の

お
客
様
で
賑
わ
い
、餅
投
げ
や
抽
選
会
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、大
好
評
で
し
た
。大
抽
選
会

の
景
品
は
、ほ
と
ん
ど
が
会
員
か
ら
の
ご
提
供

品
で
す
。参
加
者
か
ら
は
来
年
も
開
催
し
て
欲

し
い
、恒
例
行
事
に
な
れ
ば
と
の
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、来
場
者
用
の
駐
車
場

確
保
に
課
題
が
あ
り
、頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、今
回
の
売
上
金
の
一
部
を
、東
日
本

大
震
災
の
震
災
遺
児
の
た
め
に
、掛
川
地
区
労

福
協
と
し
て
、あ
し
な
が
育
英
会
に
寄
付
し
ま

し
た
。

親子ふれあい大会を開催する！　
2013 年度

　
2
0
1
3
年
8
月
3
日
に
浜

北
・
天
竜
・
北
遠
地
区
労
福
協
主
催

の「
親
子
ふ
れ
あ
い
大
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。例
年
は
、浜
名
湖
で
潮

干
狩
り
を
主
体
と
し
た
親
子
ふ
れ

あ
い
大
会
で
し
た
が
、浜
名
湖
の

ア
サ
リ
が
禁
漁
に
な
っ
た
為
に
、

今
年
は
自
然
豊
か
な
歴
史
あ
る
秋

葉
神
社
の
麓
で「
ア
ユ
の
つ
か
み

捕
り
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
ス
イ
カ
割

り
」大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
大
人
89

名
、子
供
71
名
の
合
計
1
6
0
名

と
多
く
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

中
馬
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
大

会
は
、早
速
ア
ユ
の
つ
か
み
捕
り

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、子
供
達
は
素

早
い
ア
ユ
を
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
な

が
ら
追
い
か
け
ま
し
た
。次
に
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
家
族
と
一
緒
に
美
味
し
く
い
た

だ
き
、ま
た
先
程
、捕
え
た
ア
ユ
も

,

大井川鉄道Beer列車の旅

島田
地区労福協

あじさい祭り

塩
焼
き
に
し
て
大
自
然
の
空
気
の

中
で
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。続

い
て
、ス
イ
カ
割
り
大
会
で
は
、目

隠
し
で
ド
キ
ド
キ
す
る
子
供
達

は
、目
的
の
ス
イ
カ
ま
で
迷
い
な

が
ら
歩
き
、周
り
で
応
援
す
る
声

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
思
い
っ
き
り

棒
を
振
り
下
ろ
し
て
ス
イ
カ
に
命

中
さ
せ
、ス
イ
カ
が
割
れ
る
度
に

大
歓
声
が
沸
き
起
り
、用
意
し
た

ス
イ
カ
は
全
て
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。最
後
は
全
員
で
ゴ
ミ

拾
い
と
片
付
け
を
し
、閉
会
式
で

は
中
馬
会
長
よ
り「
み
な
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
大
変
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
、ま
た
、子
供
達
に
も
良

い
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
」と
の

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、無
事
閉
会
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。最
後
に
、参

加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、協
力
い

た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中馬会長の挨拶

アユのつかみ捕り

スイカ割り大会

　
７
月
８
日
定
期
総
会
終
了
後
に
、

静
岡
県
賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

杉
山
眞
澄
課
長
を
講
師
に
迎
え
、

「『
眠
れ
て
ま
す
か
？
』の
声
か
け
か

ら
〜
こ
こ
ろ
の
健
康
〜
」と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
少
し
重
い
内
容
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、自
殺
の
実
態
や
要
因
、悩
ん

で
い
る
人
へ
の
接
し
方
を
具
体
的

に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
い
う
言
葉

を
皆
さ
ん
も
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聞
い
て
、必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
、見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。日
本
で
年
間
3
万
人

と
言
わ
れ
る
自
殺
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

持
つ
役
割
が
重
要
と
の
こ
と
で
す
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
、重
々
し
く
考
え
る
必
要
は
な
く
、悩
み
を

抱
え
て
い
る
人
の
多
く
は
不
眠
症
状
が
現
れ
る
た
め
、ま
ず
は

「
眠
れ
て
ま
す
か
？
」と
声
を
か
け
る
こ
と
が
一
歩
と
な
り
、ま
た

相
手
も
答
え
や
す
い
の
だ
そ
う
で
す
。悩
ん
で
い
る
人
を
そ
っ
と

し
て
お
い
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
の
は
望
ま
し
い
対
応
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
驚
い
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。残
念

な
こ
と
に
賀
茂
地
区
は
、県
下
で
も
自
殺
者
が
多
い
地
域
と
い
う

こ
と
で
参
加
者
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
が
、一
言
の
声

か
け
な
ら
実
践
出
来
そ
う
で
す
。講
演
会
終
了
後
に
は
、修
了
証

書
代
わ
り
の「
わ
た
し
は
あ
な
た
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
バ
ッ
ジ
」

を
さ
っ
そ
く
胸
に
付
け
て
い
た
参
加
者
も
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
、職
場
や
家
庭
で
役
立
つ
講
演
会
等
を
計
画
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

講演会を開催
～こころの健康～
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あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１3年11月30日（土）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円をゲットしよう！
■静岡労金60周年！すごい事だと思います。私が産まれる
前から存在しているのですね。日本は総理大臣がころころ
変わる国と言われています。それだけ、政治が安定してい
ない象徴だと思えます。労金が60周年、今後も安定し労
働者が安心できる労金でいてほしいと思います。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　磐田市　大箸様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■裾野地区の皆様、カーブミラーのお掃除お疲れ様で
す。今までの人生でカーブミラーを掃除したこと、または掃
除している姿を見かけたことが無く掃除方法を知りません
でしたが、予想どおりでした（笑）。でも本当に助かりますよ
ね。カーブミラーが無いと見えない箇所がたくさんあります
し。正直曇り止めがあるとなおいいと思いました。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 浜松市　植村様
　　　
■団塊世代が培った様々なスキルを第2の人生におい
て、生き甲斐づくりや社会貢献活動として、自治会等への
社会参加のきっかけになるような取り組みが行政等に求
められています。静岡県労福協においても、どのような取り
組みができるか考えていただきたい。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　富士市　佐野様
　　　
■人物登場　八鍬さんの　何事もPLUS思考！　は、とて
も良いですね！　このように生きていけば、病気にも災難にも
合わないと思います。　　　　　　　　静岡市　望月様

■研修会等で労福協の歴史や活動の意義を知りました。
これからも自分なりに協力、参加できることに目を向けてい
こうと思っています。　　　　　　　　伊東市　根木様

１.　７月３０日（火）～８月３日（土）まで第９次浙江省
　　総工会特別訪日団を受け入れしました。
　　団員は何名？
　　Ａ  ６名　　Ｂ  １６名　　Ｃ  ２６名

２．７月３０日に開催された全労済の総代会で議長団を
　　務めたのは鳥居氏ともう一人は？
　　Ａ  石川氏　　Ｂ  山川氏　　Ｃ  石山氏

３．７月２３日にロッキー奨学金の授与式がおこなわれま
　　した。授与された学生は静岡県立大学と何処の大
　　学の学生でしょうか？
　 Ａ  静岡大学　Ｂ  静岡文化芸術大学　Ｃ  常葉大学

JAM静岡の書記局員で、掛川地区労福協と連合静岡東遠地域協議
会の事務局をお手伝いさせて頂き8年経ちました。JAMの加盟組合の
みならず、地域活動のお手伝いが出来、大変感謝しております。事務
所は掛川駅から徒歩5分の所にあるJAM静岡会館内にあります。新幹
線から「ろうきん」「全労済」の大きな看板が見える会館です。セミナーを
行う会議室もありますので、機会がありましたらお立ち寄りください。

（掛川地区労福協担当）
事務局員紹介 掛川

氏　名／福田　久乃
血液型／ O型
趣　味／「お料理」

ふくだ ひさの
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働く人の有意義で豊かな
社会生活をサポートする

《旅行・ギフト・損害保険》の会社です。

〒422-8067
静岡市駿河区南町11番22号 労働会館
☎054-203-6877
FAX.054-203-6878静岡県知事登録旅行業第2-309号

詳しくはこちら

伊豆長岡温泉 
おおとり荘

狩野川の清流の先に富士を望む3つの露
天風呂。新鮮な食材と選べるお刺身の
コース膳。清潔感のある純和風の明るい
お部屋。会議・研修などにもご利用いた
だけます。

公共の
宿

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　☎054-254-1180

東部支所（共済ショップ沼津店） 〒410-0046 沼津市米山町11-24　　　　☎055-923-1755
中部支所（共済ショップ静岡店） 〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　　☎054-254-3312
西部支所（共済ショップ浜松店） 〒430-0929 浜松市中区中央3-15-37  ☎053-453-5888

1813S013
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労福協だより

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Autumn

秋号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

全労済県本部代表者会議

県知事への要望書提出

第9次 浙江省総工会特別友好訪日団来静

国際協同組合年育林作業

ロッキー奨学金授与式

地域・地区拠点開設

福祉基金（ALWF）協会からのお知らせ

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク　No.10

労福協だより


